
～特集～ 結核は《早期発見》が大事！ ９月２４日から３０日は「結核予防週間」です 

～注意～ 新型コロナウイルス感染症が流行しています 

  

せんなん感染症情報 令和 5 年 9 月号  
宮城県感染症発生動向調査 第 33週 ～ 第 36週より（令和５年 8月 14日～令和５年 9月 10日） 

宮城県仙南保健所 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

〇結核とは 

結核菌により主に肺に炎症が起きる病気です。日本では１年間に１万人以上結核を発生しています。 

○結核は「空気感染」 

  結核菌を出している肺結核患者の咳やくしゃみなどの「しぶき」により空気中に飛び散

り、それを周りの人が直接吸い込むことで、人から人に感染します。 

○治療をすれば治ります 

  一定期間、毎日複数の薬をきちんと飲めば治り、周りに感染させる可能性を低くす

ることができます。結核の治療費は、届出により公費負担が受けられます。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

☆結核は、早めに見つけることで重症化を防ぎ、家族や周囲への感染予防につながります。 

 

 
                              仙南保健所管内の報告数は、７月以降、急激に増

加しており、県全体や全国の報告数を大きく上回る
水準で推移しています。医療機関や社会福祉施設で
の集団発生も増えています。引き続き、基本的な感
染対策（マスクの着用、換気、手洗い、ワクチン接
種等）への御協力をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙南保健所管内の全数報告疾病 
１類感染症：報告なし 

２類感染症：結核（無症状病原体保有者）男性 1名

（第 33週）                 

３類感染症：腸管出血性大腸菌感染症（O157） 

男性 4名、女性 1名 

４類感染症：報告なし 

５類感染症：侵襲性肺炎球菌感染症 男性 1名 

破傷風 男性 1名 

                       
 

 

 

仙南保健所オリジナルキャラクター 

「てあらっこ」 

～インフルエンザにご注意ください～   
 

仙台市保健所管内で定点当たりのインフ

ルエンザ報告数が注意報発表基準を上回

ったため、宮城県では、９月１４日にイン

フルエンザ注意報を発表しました。 

咳やくしゃみ等の症状がある場合は、周囲

への感染防止のため、咳エチケットの御協

力をお願いします。 

●御意見・御質問などは仙南保健所疾病対策班までお願いします。 電話：0224－53－3121 FAX：0224－52－3678 

●この情報は、宮城県仙南保健福祉事務所 HP（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sn-hohuku/）にも掲載してあります。 

●もっと詳しく知りたい場合は、宮城県公式 HP（https://www.pref.miyagi.jp/）， 

宮城県保健環境センターHP（http://www.pref.miyagi.jp/site/hokans/）をご覧ください。 

仙南管内でも 

毎年 10人前後 

発生があります 

◎日常の健康管理 

最初は風邪に似た症状で始まります。

咳・痰、微熱、体のだるさが 

２週間以上続く場合には早めに

受診しましょう。 

 

 

体重減少、食欲低下、寝汗等も注意。 

 

 

 

◎毎年の定期健康診断 

胸のレントゲン検査を

受けましょう。 

特に高齢者は結核患者の

割合が多いです。 

症状が無くても毎年受

けることが大切です。 

 

 

◎健康的な生活 

①適度な運動 

②十分な睡眠 

③バランスの良い食事 

④タバコを吸わない 

免疫力を高めることが、

予防につながります。 

 

★早期発見、予防のポイント！ 

 

※社会福祉施設等において集団感染が 

発生した場合の報告 
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宮城県公式 HPから 

電子申請をお願い 

します。 
 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sn-hohuku/

